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one point advice
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定する。

one point advice
Ｙ軸のタイトルは、PGLAB の第２引数で指定する。下付文字は \d で指定し、ギリシャ文字のνは \gn で表す。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。ギリシャ文字のνは、\gn で表す。
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one point advice
この例では、ソースコードの      CALL PGSCI(CYAN)      CALL PGENV(-2.0,2.0,-0.5,2.5,1,30)の部分で座標軸を描いている。PGSCI で色をシアン(色指定子"5")に指定した上で PGENV を呼び、その最後の引数を "30" にすることによって X,Y の両方を常用対数軸にしている。このように対数軸を指定した場合、それぞれの軸の範囲は10のベキ乗で解釈される。この例では、第１，第２引数を各々 -2.0, 2.0 とすることにより、10の-2乗(0.01)から10の2乗(100)までがＸ軸の範囲となる。Ｙ軸(第３，第４引数)についても同様。
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点は、ソースコードの      DO 20 I=1,NP          XP(I) = ALOG10(FREQ(I))-3.0          YP(I) = ALOG10(FLUX(I))   20 CONTINUE      CALL PGSCI(GREEN)      CALL PGPT(NP, XP, YP, 17)の部分で、またＹ方向の誤差棒は、これに続く      DO 30 I=1,NP          YHI(I) = ALOG10(FLUX(I)+2.*ERR(I))          YLO(I) = ALOG10(FLUX(I)-2.*ERR(I))   30 CONTINUE      CALL PGERRY(NP,XP,YLO,YHI,1.0)の部分で描かれている。PGPT の最後の引数"17"では、中を塗りつぶした円(closed circle)を指定している。記号の種類については pgmarks.pdf を参照。それぞれの座標の数値は、予め常用対数に換算して与えなければならない。
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one point advice
この赤い線はソースコードの   CALL PGSCI(RED)   CALL PGLINE(100,XP,YP)の部分で描かれている。PGSCI で色を赤(色指定子"２")に指定し、100個の点を線で結んでいる。

advice
このサンプルでは、両対数のＸＹプロットを描く例が紹介されています。また、Ｙ方向の誤差棒を引き、理論曲線と比べるような、より高度な作図に応用できる例です。ソースコードは pgex05.f です。黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明が現れます。


